
外閤語活動・英語科店お付る 学校鏡村る子ども

附属！）＼ ・中学校におけろ外国語活劫およてア英語科ではラ I-J.一人が向いを持ち追求す3姿」を

；択のように定義したけ（i）様々がことがらに間Jむをもってヲ自分。〉思いを広げたり深めたりする姿c

(ii）課題意識や目的意訟を持ち，外国語活動や英語学習を通Lノて自己の伸長を図る姿。価学んだと

とをその後の学習にいかLている姿。以下ラこれら Sつの観点についてそむ背景正課題をまとめて
－）・、‘ノp

・"'" 判、J 、。

観点 1 棟々主ことがらに関心をもって，自分の患いを広げ止り漂めたりする姿

との観点は】主として活動や学習の出発点において学習者をどのように動機付けるか~いう問題

と関わるものである。外国語（とりわけ英語）の学習はヲしばしば受験や就職に有利になるといっ

た「外発1rs動機付け」によってなされる。しかしながらラこのような功利性に基づく学習は必然的

に「最小労力？とよる長大利益Jの原則He.支配される。すなわち，試駄などの得点に結びっく訓練に

集中的に学習リソースが世じられる一方で， モれ以タLの側面が顧みられな〈なっずしまいがちで

る。このような学習はヲ実践的コさュニヶーショ γ能力の育成を円指す立場からはバランスを欠い

たものであると言土ざるをえない。

したがって，教師は児童 e 生徒をどのように「内発的に」動様付けていくかに関心を払い？その

ために教材や指導を工夫する必要がある。 ~it同時に教師が内発的勃1携を完全にコシトローノレす

るととは不可能で、あるという当然の事実も十分に認識する必要が通うろう。児童包生徒の英語に対す

る関心のありょうは多様であってよいしその育成には時間がかかるものである。外国語活動や英

語科でのひとつひとつの単元の学習を積み重ねることによってラ中学校を終える段階で自分自身、と

英語の関係について煙全な態度‘を持、った学習者を育てていきたい。

競点空 課悪意識やE量的意識を？寺社外国語活動や英語学習を通して自己の伸長を図る姿

この観点は，主として活動や学習の過程と関わるものである。小学校外国書活動においては，英

語を用いたタスク活動を返して，自己の意識や自己と J地者の関係性に何ちかの変窓がもたらされる

ことが期待される（例えば相手意識を持つことができるようになるなど）。また中学校英語科では

これらに加え，英語運用力に関する自己の伸張も目指される。いずれの場合もヲ児童。生徒が観点

lにおいて自ら設定した課題に対して「どうすればよし、か」を考え，試行針誤を繰り返しながら

「伸びていく自己」を感じられるととがち次の観点3八とつながっていく。その際，教師はー人－

人む児童 a 生徒の特性や相互の関係性ヲまた彼らが得；章とする学習スタイノ］／を把握しヲそれに応じ

た支摂をしていくことが求められる。

観点3 学んだことをその後の掌習にいかしている

この観点は，主どして活動や学習の成果と関わるものて：ある。他教科と比較しでも，とりわけ英

語は学fil＇した知識。技能を実社会でいかすことが期待されている教科である。国が求めている具体

的目標はお年12月の文科昔、「グローベノレ｛とに対応した英語教育改革実施計画」および26年己月の

有識者会議報告「今後の英寄与教育の己文学＠充実方策につし＼てJで述べられている。現在の英語教育

においては，グローパノレ社会で活躍できξ｛人材となるととがある種の外発的動機付けとして機能し

ている（より正確には機能することが期待されている） ζいえよろ。

われわれが定義した「いかしてし、る盗」はヲそぴ〉ような結果としての実用的側l買を決して否一定す

スif:ので？まない泊， より本質的；ごは！）守重・とと粧台士一一学習者としで！雪らの r1~段、己的 tJ：問 iλがら記られた

答えを言らに高次の間いへと発展させていく容を持している。「受験莫詰」と同様，「ケiコーバ／！〆人

：材Jもまた英語とU円i言語の A面の明示1J＇性三了捉えた抽象概念 tごすぎないC －），－－ノ＼の児童・笠徒が

持っている向いはラより具件的で身近なものであるはすとであるc ここでも教師は児童 a生徒の

性を許容し匂それぞ、れに合った「いがし方」を支援することがユためられる U

（共同研究者：島浪大学教育学部言語丈化教育諸庄，縄問 裕幸）
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